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1. はじめに 
気象技術の進展により、様々な気象情報が開発され、利用者に提供されている。多くの

気象情報は、含まれる情報が多様で、かつ平面的な資料が多いため、気象を専門としない

利用者は、それらの情報を基に気象の立体的な構造を理解することは、必ずしも容易では

ない。 
そのような背景から、気象の立体構造を直感的に理解するための表現手法の一つとして、

数値予報の情報を 3 次元で可視化するツールを開発した。本稿では、開発中の気象情報可

視化ツールの概要について報告する。 
 

2. 可視化ツールの開発 
著者らは、航空機と気象現象の空間的な関係の把握、及び気象状況の直感的な理解を支

援するツールとして「AWvis：航空気象情報可視化ツール」の開発を進めている。このツー

ルの開発に当たっては、航空・気象関係者から意見を聴取し、それに基づいて、表示機能、

表現手法等に改良を加えてきた。 
今回、AWvis から航空機の表示機能を除き、気象情報の表示に特化することで、より多

くのユーザによる利用を目指した「Wvis：気象情報可視化ツール」を開発した。今後、Wvis
を公開することで、教育現場等、より多くの利用者からの要望やアイデアを活用し、AWvis
の開発に反映させることを計画している。 

Wvis の開発に当たっては、下記を目標としている。 
・ 気象の各要素を、3 次元で直感的に分りやすく表示する 
・ マウス操作により、自由に視点の移動、拡大・縮小ができる 
・ 一般的な PC 上で、実用的な速度で動作する 
立体的で直感的な気象情報の表示を実現するためには、試行錯誤を繰り返しながら表現

手法を検討する必要がある。そのため、少ない工数で、研究者自身がツールの開発を行う

ことができる開発環境を利用することが効果的である。そのような背景から、Wvis の開発

環境に AVS/Express[1]を用いた。AVS/Express は、様々な機能が定義されたモジュールを

組み合わせることで、ベクトル、等数値面、及びそれらの半透明化等の複雑な表示処理を、

比較的容易に実現することが可能である。 
 
3. 可視化ツールの表示例 
現在、気象庁が運用している主な数値予報モデルを表 1 に示す。 



表 1  数値予報モデルの種類[2] 

予報モデルの種類 
モデルを用いて 
発表する予報 

予報領域と 
水平解像度

予報期間 実行回数 

メソ数値予報 
モデル 

防災気象情報 
日本周辺 

５ｋｍ
～３３時間 １日８回 

全球数値予報 
モデル 

分布予報、時系列予報、

府県天気予報、 
台風予報、週間天気予報

地球全体 
２０ｋｍ

～９日間 １日４回 

台風アンサンブル数

値予報モデル 
台風予報 

地球全体 
６０ｋｍ

５日間 １日４回 

週間アンサンブル数

値予報モデル 
週間天気予報 

地球全体 
６０ｋｍ

９日間 １日１回 

１か月アンサンブル

数値予報モデル 
異常天候早期警戒情報、

１か月予報 
地球全体 

１１０ｋｍ
１か月 週２回 

３か月・暖寒候期 
アンサンブル 
数値予報モデル 

３か月予報、 
暖寒候期予報 

地球全体 
１８０ｋｍ

～７か月 月１回 

 
上記のモデルのうち、最も解像度が高いメソ数値予報モデル(MSM)を、Wvis では表示に

利用している。MSM は、GRIB2 と呼ばれる、圧縮されたバイナリファイルで提供されて

いる[3]。GRIB2 形式のファイルを netCDF 形式に変換し、AVS/Express で読み込んで、

含まれている各要素をベクトルや等数値面で表示する。 
現時点において、Wvis で表示可能な要素は、風向・風速、気温、湿度である。また、こ

れらの要素から、湿数、露点温度、温位、相当温位等を算出し、表示することができる。

以下に、Wvis の表示例を紹介する。 
 

3.1 風向・風速 

図 1 は、東経 120～150 度、北緯 20～50 度の日本周辺の範囲を表示している。図 1 上は、

高層の風(200hPa：高度約 12km)、下は下層の風(950hPa：高度約 0.5km)の状況を表す。

なお、ベクトルを表示する高度面は、MSM に含まれる 16 層から任意に選択することが可

能である。図中のベクトルは風向・風速を表し、風速の大きさをベクトルの長さ及び色で

表現している。図 1 下において、南西海上に低気圧性(反時計回り)の回転があり、周囲から

風が吹き込んでいる様子がうかがえる。これは、当時沖縄付近に接近していた台風による

風の状況を表現している。 
 



 

 

図 1  風向・風速 (上：200hPa、下 950hPa) 
 

3.1 相当温位 

風向・風速に加え、相当温位を等数値面で表示した例を図 2 に示す。表示範囲は図 1 と

同様で、南西方向上空から斜めの視点で表示している。この図が示すとおり、Wvis では視

点の移動、拡大・縮小を、マウスで任意に操作することができる。 
なお、相当温位とは、位置エネルギーを 1,000hPa にした条件下での顕熱と潜熱エネルギ

ーの和を温度で表したもの[4]である。空気中に含まれる水蒸気の量が多いほど、また、気

温が高いほど、相当温位の値は大きくなる。図 2 における等数値面は 350K の相当温位を

表しているが、これは相当温位として大きな値であり、周囲より気温・湿度の高い空気が、



台風の中心部に存在している様子を、立体的に表現している。 
 

 

図 2  相当温位 (350K) 
 
上記の他に、Wvis は、ジェット気流、湿域等を等数値面で表示し、その立体的な形状を

可視化することが可能である。 
 
4. まとめ 

3 次元で直感的な気象情報の表示を行うために、気象情報可視化ツール Wvis を開発した。

Wvis は、気象の立体構造の理解を支援するツールとしての利用が期待される。今後は、気

象の各要素について、さらに理解しやすい表現手法を検討していく。 
現在、Wvis の出力画像の例を、下記のホームページで公開している。今後、ツール本体

も公開することで、様々な分野のユーザに利用を呼びかけていく予定である。 
http://www.enri.go.jp/~naoki/ 
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